
そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

令和３年度 南小学校 学校評価パワーアッププランと児童・保護者アンケート結果（11 月） 

① 主体的な学習、授業改善の推進 ② 不登校、問題行動等の早期発見、早期対応 ③ 人権意識の醸成、いじめ・暴力のない学校  

④ ＣＳの推進による地域の教育資源の活用 
 

※アンケート値：時計回り右から 

 

評価の観点 評価項目 児童・保護者アンケート結果 現況と今後の取組 

開かれた 
学校づくり 

④学校運営協議
会の推進 

④ 学校情報の 
発信 

①学力や学習状 
況等の公表 

 
質問:（児  童）学校便り、学年通信、HP を読んだり見たりしている。 

（保護者）参観日や学校・学年便り、HP 等を見て、行事に参加する 
     アンケート等で感想や意見を学校に届けている。 

 

 

 

 

 

コロナ禍でも子どもたちの学びを止めな

いという思いを家庭・地域と共有し、運動

会、音楽会、マラソン大会等子どもの学び

が高まる行事を実施できた。 

また、1年間、地域の方、保護者の方に

子どもの見守り、消毒作業等、命を守る支

援をいただき、大きな事故、怪我なく元気

に活動できている。 

豊かな自然と文化、そして温かい地域の

中で育まれる南小の子どもたちの様子を情

報発信し、一人でも「この学校で学ばせた

い、子育てがしたい。」と思っていただける

よう努めていきたい。 

生徒指導の
充実 

③いじめ・暴力
ゼロの推進 

②不登校・不登
校傾向の未然
防止 

③児童の主体的
な活動の充実 

② 共感的な児
童理解 

④基本的生活習
慣の確立に向
けた連携 

 
質問：（児 童）自分から家庭や地域であいさつをしている。 
   （保護者）お子さんは家庭や地域で自分からあいさつをしている。 

1学期に比べ、自分からあいさつする子が

増えており、児童のアンケートでもよくでき

たという回答が増えている。 

次年度は1年間通して「朝のあいさつが自

分からしっかりできる子」を目指し、保護者・

地域の方と共に取組を進めていきたい。 

創意と活気
ある教育課
程の実施 

④たんばふるさ
と学の推進 

①地域教育資源
を活用した教
育の推進 

①体験的な学び
の充実 

 
質問:（児 童）地域のことを学ぶのは楽しい。 

（保護者）学校は、地域の教材や人材を生かした学習を進めている。 
 

 

 

前期同様、本校が進めている、ふるさと学

習（地域のよさを学び，地域に対する理解と

愛情を深める）について成果が表れている。 

次年度は、地域に開かれた教育課程の実現

を目指し、地域学校協働活動推進員、学校支

援コーディネーター等と、学習計画時から地

域連携のあり方を相談し、学校・地域が連携

した協働活動を進めていきたい。 
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学習指導の
充実 

①個別の学習課
題に応じた学
習の充実 

①情報活用能力
の育成に向け
た取組 

①地域人材を活
用した外国語
指導 

①主体的な学び
に向けた授業
改善 

 
質問:（児 童）授業中、問題を一生懸命に考えている。 

（保護者）お子さんは、学習に主体的に取り組めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者アンケートから、主体性を伸

ばしてほしいという思いが伺える。 

3学期に入り、よく話を聞くことで

積極的に話し合い活動に取り組む児

童が増えてきている。 

次年度は、「よく聞き、自ら考え、

調べ、実践する」ための基礎的・基本

的な学力を育むことを本校教育の屋

台骨として、全ての子どもたちの可

能性を引き出し、学びに向かう力を

育てていきたい。 

共生社会の
中で豊かな
心を持ち、
たくましく
生きる力の
育成 

③人権教育及び
道徳教育の充
実 

③家庭と連携し
た人権教育の
実施 

① 認 定 こ ど も
園、町内小学
校、中学校と
の交流活動の
実施 

質問:（児 童）人に嫌がることをせず、誰に対してもやさしい言葉がけがで
きている。 

（保護者）お子さんは、人を大切にする気持ちが育ってきている。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「COCＯGIN(心の銀行)」の取組で

は、地域・保護者の方にご参加いただ

き、体験を通した人権の歴史から多

くの学びがあった。 

次年度も、引き続き、地域と連携し

た心の教育を進めていきたい。 

一 人 一 人
の 教 育 的
ニ ー ズ に
応 じ た 特
別 支 援 教
育の充実 

①個別の教育支
援計画と個別
の指導計画に
基づく支援 

③保護者への理
解啓発活動の
充実 

①関係機関が連
携した教育支
援体制作り 

・全職員で児童の実態を共通理解し、インクルーシブ教育の視点による取組。 

・学びのユニバーサルデザインと多様性の受容、尊重に基づくサポートファイ

ル等の作成と職員・保護者の共通理解。 

・行事等の機会や学校生活における、保護者への啓発 

・職員の専門機関に学ぶ研修の機会 

・認定こども園小中の連携や専門機関との連携 

次年度は、「支援が必要のない子は一人も

いない」という認識のもと、一人ひとりに

最適な学びと協働した学びをとおして多様

な見方・考え方ができる子の育成を目指

す。 
 

自己肯定感
の醸成 
 

 

 

 

 

 

 

 質問:（児 童）自分にはよいところがあると思う。 

（保護者）お子さんは、自分のことが好きで、自分を大切にしている。 

 

約3割の児童が自分にはあまりよいとこ

ろがないと回答している。 

子どもは、大人からプラスの言葉をたく

さん浴びたり、笑顔を向けられたりするこ

とで、自己肯定感が育っていくといわれて

いる。大人がどう関わっていくかを今後の

学校運営協議会でも協議していきたい。 

また、子ども一人一人が持っている「良

さ」や「得意」「強み」を最大限引き出す教

育を家庭・地域と連携して進めていきた

い。 
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新たな学び
の展開 

 質問:（児 童）タブレットを使うとやる気が出て学習の内容がよくわかる。 
（保護者）お子さんは、タブレットを活用することによって、学習へ 

の意欲や理解が深まっていると思う。 
 

コロナ禍で、新たな生活様式が提唱さ

れ、定着していく中、タブレット機器等を

活用したICT教育への期待はますます高ま

っている。 

今後も、人と人、家庭と学校、地域、全

国、世界を学びで結ぶ、未来の架け橋とし

てオンライン学習を進めていく。 

新たな学び
の展開 

  
質問:（児 童）担任以外の先生に教えてもらうとやる気が出て、学習の内容

がよくわかる。 
（保護者）多くの専科の先生方に教えてもらうことによって、意欲的 

に取り組んだり、授業内容をよく理解したりしていると思う。 
 

保護者・児童とも、専科の授業の必要性と

期待を感じる。 

次年度は専科・教科担任制を積極的に導入

し、多くの教師の関わりによるきめ細かな支

援により、学習意欲、学習理解の向上につな

げるなど個に応じた質の高い学びを目指す。 
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